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第 11回移住者インタビュー 『ＮＰＯ法人パクト 熊谷 蘭子さん』 

 

熊谷 蘭子さん 

 

御出身は。 

出身は秋田県大仙市大曲です。 

 

陸前高田市に来られたきっかけは。 

 きっかけは結婚です。2012年 11月に陸前高田市広田町出身の主人と結婚し、（2011年に

発生した）東日本大震災で主人の実家が被災して義理の両親が仮設住宅住まいだったので、

私もこちらで一緒に暮らした方がよいのかなとも思ったのですが、義理の両親が「震災後

で、環境も整っていないし、そちらで仕事があって働いていられるのであれば、そっちに

いてもいいんじゃないの。」と言ってくれ、結婚後しばらくは、週末婚という形で大曲と（当
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時主人がいた岩手県の）北上市とで別々に暮らしていました。2014 年８月に娘が生まれ、

翌年の 2015年に主人の実家が高台移転で再建されるということで、それを機に陸前高田市

に来ました。現在は再建した家に義理の両親、主人、娘と私と５人で暮らしています。 

 

現在のお仕事について。 

こちらの団体（ＮＰＯ法人パクト）には、今年（2018 年）の４月からお世話になってい

ます。子どもが保育園へ通う年齢になり、仕事を探していたところ、陸前高田コミュニテ

ィ図書室で、「誰か仕事を探している人はいないですか～。」とこちらのスタッフが人を探

されていたので、そこにたまたま居合わせた私が「は～い。」と手を挙げさせていただいた

(笑)というご縁になります。 

 

こちらの団体について。 

このＮＰＯ法人パクトは、子ども支援、「陸前高田復興サポートステーション」、簡易宿

泊所「二又復興交流センター」という３つの主軸事業を行っています。私は、その中の子

ども支援事業の担当ということで働かせていただいています。この子ども支援事業は、去

年（2017 年）までは陸前高田市内４地区で、震災で失われた子どもたちの遊び場や居場所

を作る目的の「みちくさルーム」を運営していましたが、仮設住宅の撤去も始まり、学校

の校庭が使えるようになってきたので、（2018年）３月末で終了しました。去年（2017年）

７月からは、地域の古民家をお借りし、「みちくさハウス」として拠点を構えて活動してい

ます。 

 

主なお仕事というのは。 

私の主な仕事は、子どもたちと一緒に遊び、見守ることです。たまに、中学生になった

「みちくさルーム」のＯＧやＯＢの子がボランティアに来てくれます。地域の子どもたち

の居場所になればと思ってやらせていただいています。その他に、団体のブログを書いた

り、陸前高田市内の教育機関、子ども支援団体、保護者の間で、子どもに関する情報の共

有や協力体制の構築を目的に設立された「子ども支援ネットワーク」の事務局を担い、会

議に月１回参加したりしています。 

 

主な支援対象というのは。 

主な支援対象は小学生です。保育園児は、お父さんやお母さん、保護者の方と一緒に来

てね、ということでやらせていただいています。平日の放課後については「一度、お家に

帰ってからね～。」という形でさせていただいています。こちらはお庭が広いので、子ども

たちは木登りや虫取り等、普段は出来ないような遊びをして楽しんでいます。時々、地域

の方も遊びにきてくださり、ここでお茶を飲んだり、情報を交換したり等、保護者の方の

集いの場所にもなっています。私もまだ子どもが小さいので、仕事をしながら小学生のお
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父さんやお母さんから色々と勉強させていただいています。この仕事を通して様々な方と

の繋がりが出来、とてもありがたいと感じています。 

  

 

「みちくさルーム」の様子① 

 

一番利用が多いのはやはり近くの小学校の子ども達になるのでしょうか。 

平日は近くの小学校の子たちが多いですが、土曜日、日曜日は他の地区の子どもたちも

来てくれます。また、週末には大学生のボランティアもたくさん来てくれて、子どもたち

も大学生のお兄さんやお姉さんたちと遊ぶのをとても楽しみにしています。 

 

月にどのぐらいの大学生ボランティアが来るのでしょうか。 

月にもよりますが、毎回およそ３人～６人くらいです。現在、定期的に来てくれている

のは、岩手大学、上智大学の学生さんたちです。たまに、東北大学の学生さんたちも来て

くれます。ついこの間は、聖心女子大学の学生さんたちも久しぶりに来てくれました。ま

た最近は、以前ボランティアで来てくれていたことのある上智大学大学院の元学生さんた

ちが、卒業や就職をし、こちらへの旅行のついでに立ち寄ってくれました。凄くありがた

いと感じています。 
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「みちくさルーム」の様子② 

 

普段の移動手段について。 

普段の移動は車です。 

 

普段の移動で感じられていることなど。 

こちらに（地域の）バスが無いのは不便ですね。あとは新幹線の駅が遠いのも不便です。

ただ、もともと秋田県の出身で、秋田県も車が無いと生活が出来ないところですので、交

通の不便さには慣れています(笑)。 

 

収入等について。 

私は、今まで医療事務や店舗店員等はしてきましたが、子ども支援等の経験は無く、ま

た保育士等の資格も無い中でさせていただいていますので、それを考えるとお給与につい

てはいただいている方だと思っています。 

 

こちらに来た当初はお知り合いもいなく大変だったと思うのですが。 

最初に来た頃は、知り合いが全然いませんでしたので、「友達を作らなきゃ！」と焦って

いました(笑)。近所の子育て支援センターへ駆け込み、そこからママ友や様々な繋がりがで

き、色々なことを教えていただきました。知り合いでよそからお嫁にきてまだ子どものい

ない方が「子どもがいればママ友で繋がれていいんだよね～。」と言っていたので、私には
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子どもがいてママ友の繋がりが出来、それはとてもよかったなと感じています。 

 

こちらの印象は。 

気温も上がりすぎず下がりすぎず、過ごしやすいです。海の傍でいつも風が吹いている

ので、「海の風はすごいな～。」と感じています。私は内陸出身で、海に憧れがありました

ので、それはよかったなと思っています。ただ、「この海が襲ってくるんだよな、どんなに

怖かったのだろう。」とか、夜に海の傍などを通ったりすると、「そうだよな、綺麗なだけ

じゃないんだよな。」と改めて思います。他には、雪が降らず、積もらないので楽だなと思

っています(笑)。 

 

陸前高田市について。 

陸前高田市は、前からいる人もまた新しく来た人もイベント等をどんどんやっていて、

昔のことも復活しながらまた新しいこともしているので、すごいなと思います。以前の陸

前高田市を知っている方は、元の様に戻ればいいと思っているところもあるかとは思いま

すが、以前の陸前高田市をまったく知らない人たちが、新しい陸前高田市を作っていくの

も面白いのではないかなと思っています。色々なことに挑戦していて、陸前高田市は今後

面白い街になっていくのではないかなと思っています。 

 

こちらへ来てよかったことは。 

海の物が本当に美味しいです(笑)。以前はウニは苦手だったのですが、これがもう美味し

い(笑)。やはり内陸とでは全然違います。ワカメもこんなに美味しいものだとは知りません

でした。また、牡蠣をこんなに贅沢に食べたことがありませんでした。小ぶりのものなど

はお裾分けでいただいたりするのですが、主人は「もう食べきれないから、ママの実家さ

送れ～。」と言います。私は、飽きる程食べられるっていうのはすごいなと驚いています(笑)。

今は私よりも実家の父が、「何か海の物送ってくれ～。」と心待ちにしているぐらいです(笑)。

他には、週末に義父が自分の舟で釣りへ行って、カレイやアイナメを釣ってきます。主人

や義理の両親はいつも食べていますので、「またアイナメか～。」という感じになるのです

が、私は「こんなに美味しいのに。もったいないな～。」と思いながら食べています(笑)。

ウニ等は大人の味でまだ食べれないようですが、娘も魚が好きです。 

その他に、個人的に編み物をするのですが、大船渡市や陸前高田市ではクラフト展がす

ごく多く、クラフト作家さんも身近にいて嬉しいです。 

 

こちらへ移住してみて。 

こちらは人が温かいです。例えば、スーパーマーケットで子どもを抱っこしていると、「め

んこいわらしっこだな～。」と声を掛けていただきます。都会では、赤ちゃんの泣き声を迷

惑がられたり、白い目でみられたりするという話も聞きますので、それが無いというのは
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とてもよいことだなと感じています。また、地域の行事や伝統をとても大切にしています。

今ではもう珍しいと思うのですが、婦人会をかなりしっかりとされています。これは人と

人との繋がりが深いということでいいところでもあるのかなと思いますが、今は人も減っ

ていて、働いているお母さんも多いので、少し変えて行ってもいいのかなとも思うときも

あります。ただやっぱり必要なのかなとも思っています。 

こちらは人が少なく、コミュニティーが狭い分、人との繋がりが深い。すれ違いざまに

「あー、久しぶり～！」と声を掛け合ったり、私がまだ覚えきれていない遠い親類から声

を掛けてもらったり、「私のことを覚えていてくれてるんだ～。」、「人との繋がりが、深い

んだな～。」と感じます。自分の気持ちが落ち込んでいるときは、どこでも知り合いがいて、

少し負担に感じてしまうこともありますが、これはとても温かいことですし、有難いと感

じています。こちらへ移住された方の中には、「ここが好きだから頑張る。」という方も多

いのですが、私は結婚という形でこちらへ来て「来たからには何とかやってかなきゃない

な～。」と思いながら、日々ゆっくりとマイペースで過ごさせていただいています。 


